
 
 「５月病」という言葉を耳にしたことがあると思います。 

新しい環境の中で知らず知らずのうちに疲れがたまり、体と心のバランスを崩して、連休明けからいろいろな不調が

でてくることをいいます。（正式な病名ではありません）おつかれ気味の人もいるかもしれませんね。ゴールデンウィ

ーク明けから新型コロナウイルスの感染症法上の位置づけが、季節性インフルエンザなどと同じ「5 類」への移行が正

式に決まりました。どのように変わるのか見てみましょう。 

 

 ～５月７日(2 類) ５月８日～(5 類) 

 

行動制限 

    発症した後５日を経過し、かつ症状が

軽快した後一日を経過するまで 

      最大５日間 なし 

診察 発熱外来中心  一般の医療機関 

ワクチン接種 無料 202４年３月まで無料継続 

   高額療養費の自己負担限度額から 

２万円減額(9 月末まで) 

屋内でのマスク マスク着用を推奨 マスク着用は個人の判断 

 
５月８日以降コロナに感染しているか疑った時にはどこを受診すればいいの？ 

 

令和 5 年 5 月 8 日以降、新型コロナウイルス感染症の「5 類感染症」への位置づけ変更に伴い、発熱患者等への外

来診療体制は、幅広い医療機関で対応できる体制へと移行していきます。 

これまでの「診療・検査医療機関」に加えて、コロナ対応医療機関を順次拡大します。 

① 受診の際まずは、かかりつけ医に相談してください。（受診前に、医療機関に連絡。） 

② かかりつけ医がないなど受診先がご不明な場合は、受診相談センターに相談。 

（1）甲府市の方 

→甲府市受診・相談センターに相談 

TEL：日中   （8 時 30 分～18 時 30 分）は、055-237-8952 

夜間   （18 時 30 分～8 時 30 分）は、055-225-3195 

（2）甲府市以外の方 

→山梨県新型コロナウイルス感染症受診・相談センターに相談 

TEL：055-223-8896（24 時間対応   ）、外国語対応を希望される方は、092-687-7953 へ 

   ＜診療＞    ＜検査＞    <コロナ治療薬＞ ＜解熱薬・咳を鎮める薬＞   

 

 

 

保険診療    保険診療       無料          保険診療 

(自己負担あり) (自己負担あり)                   (自己負担あり) 

＜詳しくは山梨県のホームページ「新型コロナウイルス感染症 ５類移行について」をご参照ください。＞ 

入院・検査の公費負担 

令和５年５月８日 

山梨県立中央高等学校 

保健室発行  No.２ 

感染者 最大７日間 

濃厚接触者 

入院医療費を公費負担 

・清潔なハンカチ・ティッシュ 

・(必要に応じて)マスクやマスクケース 

を携帯しよう。 

制度は変わったけれど、感染しない・

させない為に基本的な感染対策(手

洗い・換気)は続けていこう。 



＜熱中症の症状＞ 

めまい・立ちくらみ・頭痛・吐き気・汗が止まらない 

こんな症状があったら要注意です。 

↓暑さ対策を取り入れましょう↓ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


